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開会 午後 3時 00 分 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長 ただいまから平成 27年第 1回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名 委員として、 

大山 秀之 委員 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 それでは、日程第2、教育長報告をお願いいたします。 

○吉田教育長 今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速報告をさせていただきます。 

 まず1点目ですが、幼保小連携事業についてでありますが、前回の教育委員会で御報告いたしました

北広島市幼児教育連携アクションプランの今年度における具体的事業として、本日、市内小学校の教

職員を対象に、大曲いちい保育園、すずらん保育園での保育参観を含む幼保小連携に関する研修会を

広教研の主催により開催をいたしました。 

 また、16日金曜日には、夢プラザで、幼稚園、保育園、小学校の担当者が一同に会しまして、入学

予定児童に係る情報交換会を開催することとしております。 

 次に、東日本大震災被災地への職員派遣についてでありますが、昨年に引き続きまして、全国市長

会及び北海道からの要請を受けて、岩手県釜石市に教育総務課の斎藤主任を派遣することといたしま

した。期間は1月19日から3月20日まででありまして、これまでの税務課などにおける職務経験を生か

し、確定申告の受け付け業務などに当たることとなっております。一人での派遣で期間も長く、何か

と大変なこともあろうかと思いますが、被災地のために力を発揮してくれるものと期待をしていると

ころであります。 

 次に、成人式についてでありますが、1月11日午後2時から芸術文化ホールにおきまして開催いたし

ました。ことしの対象者665名のうち472名、70.9％の参加がございました。当日は小雪が多少舞いま
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したけれども、穏やかな天候となり、式典も滞りなく終了することができました。 

 続きまして、体育事業についてでありますが、12月13日に総合体育館におきまして、第27回いちに

のジャンプ大会を開催し、オープン参加の恵庭市からの4チームを含め、36チーム422名の参加があり

ました。初出場の西の里小学校チームが優勝しました。なお、本事業には、道都大から5名の学生が運

営スタッフとして参加していただきました。 

 また、2月14日には、総合体育館におきまして第22回インドア子供相撲大会を開催いたします。本大

会は、例年市内小学校から約150人余りの参加があり、寒さに負けない体づくりと参加者相互の交流を

目的として、北広島相撲同志会と共催で開催しているところであります。本年度は、対象を就学前の

子供たちにも拡大し、メーンアリーナに土表を2面設置して実施することとしております。 

 続きまして、いいないいな赤ちゃん絵本についてでありますが、このたび北広島市図書館フィール

ドネットが乳児向けの絵本の中から選書を行い、お手元にありますリストを発行したところでありま

す。この冊子は、赤ちゃんのうちから絵本やお話に親しみを持ち楽しんでもらうため、保護者の皆さ

んの絵本選びの参考になるものと考えているところであります。図書館では、カウンターに置いて配

付するほか、幼稚園や子育てサークルなど関係団体等に活用を働きかけてまいりたいと考えていると

ころであります。 

 最後に、米飯給食についてでありますが、本年度も北広島市水稲赤毛種保存会より約63キロの提供

がございました。子供たちに市の歴史と赤毛種の意義などを学習してもらうため、1月23日に市内全小

学4年生と特別支援学級の児童及び札幌養護学校共栄分校等に給食を実施することになっております。 

 以上であります。 

○松本委員長  ご質問等ございますか。 

（質疑等特になし） 

 

 

◎日程第３  議案第１号 土曜授業の実施について 

 

○松本委員長 日程第3  議案第1号教育行政報告についてお願いします。 

○山崎教育部次長 議案第1号 土曜授業の実施についてでありますが、平成27年度から土曜授業を実

施したいので、教育委員会の議決を求めるものであります。 

 土曜日の教育活動につきましては、平成25年11月に学校教育法施行規則の一部が改正され、地方公

共団体の教育委員会が必要と認める場合、実施は可能であることが明確化されました。このことを受

けまして、本市では別紙資料にありますとおり、平成27年度は試行として、全小中学校で2回の参観日

を設定し、児童生徒に代休日を設けず、教育課程に位置づけられた授業または学校行事を行う土曜授

業を実施するものであります。 

 土曜授業の実施は、開かれた学校づくりの一環として、より多くの保護者、地域の方々に学校の様

子を公開するとともに、授業時数を確保して子供たちに学習機会を提供することをねらいとしており、

平成27年度の実施により、子供たちの活動などへの影響や家での過ごし方の変化を検証するとともに、
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教員の代休取得状況を調査したいと考えております。また、実施等については、各学校の状況により、

ある程度柔軟に対応していきいと考えております。将来的には、授業参観はこれまでも平日より土曜

日に実施することで参加者数が増えているという状況もありますことから、小中学校ごとに市内一斉

に実施することにより、子供たちの少年団活動や部活動への影響を最小限にするとともに、土曜日に

行われることを事前に市広報などで広く市民に周知して、より多くの保護者や地域の方々に学校に来

ていただくきっかけづくりとしていきたいと考えております。 

 以上が提案の内容であります。 

○松本委員長 補足ありますか。 

○櫻井学校教育課長 それでは、資料別紙1枚、裏表ですけれどもつけさせていただきましたので、こ

の内容について説明させていただきます。 

 土曜授業の試行についてということで、方針、それから実施の内容についてですが、方針について

は、今、次長のほうからあった提案理由のとおりでございます。 

 実施の内容については、来年度27年度につきましては2回、土曜日に2時間から3時間の授業を行って、

その授業を原則全時間公開していいただくという内容になっております。 

 その2回なのですけれども、1回目はＡとしてありますけれども、毎年やっております4月の参観日、

大体中旬ごろにあるのですけれども、参観日とＰＴＡ総会を兼ねて今も実際に行っております。 

 これは、今までは、ほとんどの学校が土曜日または日曜日、一部平日金曜日にやっている例もある

のですけれども、これを全て土曜日に統一をしてもらいます。それで、日程についてなのですが、中

学校区単位で日程を学校で調整してもらって、中学校区内の小学校、中学校を別な土曜日もしくは同

じ日であっても午前と午後というような時間分けをしていただいて、小学校、中学校どちらの授業参

観も、例えば地域の方なり保護者なりが見に行けるような設定を中学校区内で調整をしてもらって、4

月にまず1回行っていただきます。 

 2回目については、今のところですけれども、中学校については10月31日の土曜日、小学校は11月7

日ということで日程を合わせまして、ここで小中別で一斉の参観日、3時間の参観日を設定するという

ことで考えております。 

 （3）番目にあります実施のねらいなのですけれども、まず1番目として、開かれた学校づくりとい

うことで、今年度行われた参観日の状況を学校のほうに聞き取りしたのですけれども、西部小学校が6

月18日の水曜日に行いました。これは地域公開日ということで、地域にもお知らせをして学校に来て

くださいというふうに呼びかけました。6月18日水曜日の場合が、参加総数が約100名ということで、

これは西部小でコミュニティスクールをやっているということもありまして、100名の内訳が大体保護

者が6割、それから地域の方が4割程度という非常に多くの地域の方々に来ていただいている参観日に

なっております。 

 9月6日の土曜日に、同じ西部小学校でやった参観日について参加者が約120名ということで、やはり

土曜日にやっているというところで参加者、特にこの日、ＰＴＡバザーも授業参観の後に実施してい

るということもありまして、父親の参加が土曜日には多かったという現状になっております。 

 中学校についてなのですが、西の里中学校の例ですが、4月12日の土曜日、ＰＴＡ総会を兼ねて土曜



- 4 - 

 

日に実施した例では、参加者が約170名、同じ参観日を10月20日の月曜日に行ったときが140名の参加

ということで、やはり土曜日のほうが参加者総数が多いという現状がございます。西の里中の場合に

ついては、この170名、140名、ほぼ99％がその保護者の方の参加、地域の方の参加がほとんどないと

いう状況になっていたというところであります。 

 先ほどの資料に戻りまして、実施のねらいの2番目、授業時数の確保という部分なのですが、ちょう

どきょう広葉中学校の3年生が、始業式があしたなのですが、3時間授業を行っております。これは9月

にあった雨のときの臨時休校、それと12月にあった暴風雪での臨時休校と2回臨時休校があったという

ことで、学校側が設定している余時数が、この2回の臨時休校で3年生については全て、食いつぶして

しまったというような状況にありまして、今後もし何か、例えば暴風雪なりインフルエンザの流行な

りということで休みになった場合、3月の卒業式の後に3年生を、登校させないと時数が満たないとい

う、今ぎりぎりの状況にあるというところで、きょう始業式の1日前に3年生だけ登校させて授業を行

っております。 

 こういった状況もあって、やはりちょっと、特に中学3年生、それと小学校6年生がやはり卒業式が

早いということもありまして、授業時数がぎりぎりであるという状況は実際に今もう起こってきてい

るというところもあって、この余時数、授業時数の確保という部分でも、この土曜日授業は効果が発

揮されるのではないかというふうに考えています。 

 あと、一斉の参観日を設けるということで、（4）によりまして期待される効果ということになって

ますけれども、例えば②にありますけれども、来られた地域の方々に足を運んでいただいて、その地

域の方々に、例えばアンケート調査を学校のほうで実施をして、その意見をその後の学校運営に反映

するですとか、それから4番目にありますとおり、小、中別にするという意義なのですけれども、例え

ば小学校6年生が中学校の授業を見に行って、ああこんなことやっているんだということで見に行くこ

とが可能になるのではないかと、こういった効果が出るのではないかというふうに期待をしておりま

す。 

 （5）の留意事項となっておりますけれども、27年度につきましては、この開催日については、今ま

でやってきた学校ごとのそれぞれの事情というものもありますので、日程設定等についても柔軟に対

応したいと考えておりますけれども、それ以降、2年目以降についてはやはり一斉に、この日が学校の

公開日だということで、地域の方々にも深く周知をしていただくという部分も含めて統一をするとい

うことが必要なのではないかと考えております。そのために、ある程度前もって市の広報等を使って、

その日に学校のほうは授業をやっているのだということを前もって知っておいていただくということ

が今後必要になってくるのではないかと思っております。 

 裏面に参りまして、今後の日程なのですけれども、きょう議決をいただきましたら、この後、広教

研ですとか、それから職員団体、こういったところにこの実施の内容について説明をしてまいります。

今、私どものほうで考えている日程の調整も校長会と進めるとともに、あと保護者、それから地域の

方々、それと特にスポーツ少年団ですとか中体連、こういったところに早目にこの日程について周知

を図って、要はこの日に授業があるので、できれば大会等は入れないでほしい、もしくは午後からに

してほしいというような要請をしていきたいと考えております。 
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 今後、この試行を受けての話になりますけれども、今後実施するに当たっては原則給食なしの午前

授業という形でやっていきたい。それと、この実施について、発生した余時数については、中3、小6

についてはなかなかそれを余時数以外に使うということはなかなか難しいかと思いますけれども、そ

れ以外の学年については、必ずしもそれを全て余時数とするのではなくて、例えば平日の6時間授業を

5時間にして、子供たちと向き合う時間をつくるですとか、教職員の会議の時間にするですとか、そう

いったところで時間を有効に使っていきたいと考えております。 

 また、これも今後の話になりますけれども、三つ目にありますとおり、先ほど申し上げましたとお

り、例えばですけれども、オープンスクールデーみたいな、そういった形で、市民の方々に周知を図

っていくということが必要になってくるかと思います。 

 以上、補足になります。 

○松本委員長 ご質問等ございますか。 

 土曜日を利用できるというふうに変わったと、年2回ということだけど、大きな変更になるわけです

よね。従来からね。 

○佐 藤 委 員 増えてくるのでしょうね。今は年2回ですけれども。 

○吉田教育長 試行の結果を2年程度見て、1回ずつふやしていくのか、5回とか10回にするのか、判

断してまいりたいと考えています。 

今、文科省が土曜授業で指定している柏陽中学校は、年10回となってますが、検証データがどうい

うふうに出るか分析したいなと思っています。ただ、その間に国の動きもまた変わる可能性もありま

して、まだ確定的には言えませんが、回数は徐々に増える可能性は高いと今のところ考えております。 

○大 山 委 員 年10回やっている中学校も、午前だけの授業で。 

○吉田教育長 今のところそうです。子供さんは午前だけです。 

○櫻井学校教育課長 どちらかというと、柏陽中の場合は授業をやるというよりも、例えば地域の花

壇整備の時間に充てているですとか、市長を呼んできて講演を聞くですとか、もちろん授業の一環と

してはやるのですけれども、どちらかというと普通の授業をやるというよりも、そういった別の活動

をやるというパターンのほうが多いような気がします。 

○大 山 委 員 日程のところで、スポーツ少年団とか中体連の絡みとかで関係してくるのは恵庭地区

とか千歳地区になると思うのですけれども、恵庭地区と千歳地区はどういう今後の動きって、何か情

報ありますか。 

○吉田教育長 恵庭は、今、文科省の指定事業を継続、そして関連している小学校のお子さんで土

曜日に希望があれば来ていいよという受け皿をつくるようです。土曜授業あるいは土曜の活動という

ことで。ほかの学校にも検討してほしいということで、今、話が進んでいるようです。千歳は今のと

ころ動きなしです。江別は、前お話ししましたように年3回土曜授業を4月からスタートすると教育委

員会で議決して、今、各学校で取り組んでいるという状況です。それ以外は、今のところ情報はござ

いません。 

○松本委員長 今、大山委員の質問とか発言として考えれば、まだ全道このエリアを含めて、全道

的に土曜日の授業に取り組むかどうか、取り組んでいたとしても、かなりやっぱり濃淡があるという
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か、内容とか回数になりますので、それを管内とか地域全体で中体連をどうするだとか、スポーツ少

年団をどのように調整してやっていくかというところまでは、まだ事は進んでないということでしょ

うね。ただし、佐藤委員が先ほどおっしゃったように、全体の今の政府の考え方だとか、国、都道府

県の動きを見ていくと、もっともっとやる方向で、土曜日いろいろなことをやる方向で出てくるでし

ょうから、その時点で今言ったようにもっと本格的にいろいろな影響を考えた上で調整をしていくと

いう、そういう時代が来るかもしれない、そんな感じでしょうね、きっと。 

○櫻井学校教育課長 来年度の文科省の予算では、柏陽中が受けている指定事業、北海道の中で24カ

所受けてますけれども、来年度の文科省の予算ではそれが倍以上、2.5倍ぐらいな予算規模になってま

すので、当然予算額に比例をして、その指定地域というのがふえていくというふうに考えられます。

ですから、道内２４ヶ所が倍以上ですので、50、60といった数に来年度なってくるのではないかとい

うふうに想像はできます。 

○吉田教育長 試行して何を調査するかという話もいたしましたが、2回だと、4月はまだ部活、少

年団の大会がないので影響はないだろうと思っています。しかし、10月、11月の、その1回がどうなる

か、少年団の大会をずらしてもらえるかどうかとか、中体連でもしある種の対外試合があれば動かし

てもらえるか、それはよそのまちとの関係が生じることから見極めてまいりたいと思っています。 

 それから、小学校でそろえたいと言っていますのは、市内で例えば少年野球の大会があるとして、

土曜授業を、好きなときに年1回やってくださいともし言ったとします。そうすると、4月の土曜日、5

月の土曜日と、ばらばらに実施したら全部調整しなければならなくなります。ですから今回、影響が

どれぐらいなのか見たいこともあって回数がそうなってます。増やしていくときには、必ず今言った

ような問題が出て、委員長おっしゃってくれましたように、市内での調整とか管内近隣との関係が出

てくると思われますので、今回試行という形で2回実施してみようと考えているところです。 

○佐 藤 委 員 実際、この前話したとき、地域的なものがあったってあったじゃないですか。スポー

ツ少年団とか、そういった部分というのは、北広だけじゃない部分に対して説明して周知できるのか

どうかということですよね。何か今の話を聞いて、恵庭も江別も千歳もそれぞればらばらなので、逆

に北広の考え方でいけば、地域全体、石狩管内が同じ日に参観日みたいな形になる可能性もあるとい

うことですね。 

○吉田教育長 なればいいなと思いますけれども、回数が違えばやっぱりばらけますよね、どうし

ても。少なくとも市内ではそろえたいということが一番の目標になりますね。少年団に言えば上部団

体に伝わると思いますので、むずかしい面もありますが、その情報は行くと思います。 

○佐 藤 委 員 どっちにしても、土曜日の午前中しか授業はできないということだから、逆に少年団

が土曜日の午前中は、もう一切だめよというような。 

○吉田教育長 将来的にはそれに近くなるかもしれません。でも、全国的にはそうした団体からの

御意見が、もう既に出ています。回数をそんなにやられると、自分らの運営が非常にやりにくいとい

う御意見もあるのは間違いないです。 

○佐 藤 委 員 そうですね。アウトドアの大会になると、午前中つぶれるというのは結構きついです

ものね。 
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○吉田教育長 試行で1回踏み込みたいと。 

○松本委員長 先ほど紹介があった西部小の9月の秋口の何かイベントみたいなのは、やっぱりこの

気象条件とか作物のことだとかというようなことも、これらの中でこの時期にやってみようかという

話になるわけだから、11月がいいとかと簡単にはならない。それだけではない。だから、この時期そ

れをやるとすると、今度は別の工夫が要るというようなことで、各団体、地域、学校周辺で考えなけ

ればいけないという、知恵が求められるので、余りいっぺんにはいかないというところもありますよ

ね。 

○櫻井学校教育課長 西部小、中からは、コミュニティスクールをやっているということで、地域の

事業への先生方の参加というのがやっと今根づいてきたというところがあって、これをさらに増やさ

れるときついというのは確かに意見としてもらってます。 

○吉田教育長 そこは、例外もあり得ると思っています。 

○松本委員長 ですよね。双方で柔軟に、先ほどちょっとあったけれども、将来的には統一すると

してもというようなね。 

○櫻井学校教育課長 来年度の実施の概要のところには、ほぼ原則という言い方をつけ加えていくと

いった、西部地区のように支障があれば動かすこともやむを得ないという部分も含めての原則という

形にしています。 

○石 井 委 員 どちらにしても、やってみるということですよね。 

○松本委員長 他よろしいでしょうか。 

○大 山 委 員 これが順当に進んでいくと、最短で保護者に伝わるのっていつぐらいになるのでしょ

うか。 

○櫻井学校教育課長 きょう議決をいただいて、ただ4月の部分の日程というのは、今ちょうど各学校

がそれぞれで来年度の日程を今決めている時期なものですから、その中に、その4月の参観日いつにす

るという部分も含めて、今後、中学校区での調整も含めてこれからしていきますので、そこで決まっ

てその後ということになりますので、地域に伝わるのは早くて来月以降というようなことになってく

るかと思います。 

○吉田教育長 広報にはいつ載せることになりますかね。 

○櫻井学校教育課長 広報は、できれば3月中、もう4月の1回目なので、4月1日号がまだちょっと記事

的にちょっといっぱいという事情もあって、3月の1日か15日号に載せられればいいなと思っています。 

○吉田教育長 当然整理できれば、学校も2月号とか、2月の下旬ぐらいの学校だより等で載せても

らって、二重三重に伝わるようにしたいと思います。 

○松本委員長  他に質疑等ありますでしょうか。 

（質疑等特になし） 

○松本委員長  それでは、お諮りをいたします。議案第1号土曜授業の実施について、原案どおりと

することに御異議ございませんでしょうか。 

（異議なし） 

○松本委員長 原案どおり可決することといたします。 
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○議案第２号  市議会定例会提出議案について 

 

○松本委員長 日程第 3  議案第 2号について説明をお願いいたします。 

○山崎教育部次長 議案第2号 市議会定例会提出議案についてでありますが、市議会第１回定例会に

平成26年度北広島市一般会計補正予算について、市長から意見を求められましたので、教育委員会の

同意を求めるものであります。 

 補正予算の内容につきましては、3ページをご覧いただければと思います。 

 まず、歳出でありますが、教育総務費の教育振興費のうち、教育振興経費の積立金につきましては、

昨年11月にアイグステック株式会社から受けました寄附金30万円、及び昨年12月に有限会社博陽スク

エアから受けました寄附金20万円を奨学基金に積み立てるため、50万円を増額するものであります。 

 次に、中学校費の学校管理費のうち、広葉中学校校舎講堂部防音機能復旧事業につきましては、国、

防衛省ですけれども、国の平成26年度補助に余裕が出たことにより、平成27年度に予定していた事業

を前倒しで実施するため、委託料で124万円、工事請負費で8,170万円の合計8,294万円を増額するもの

であります。 

 なお、この事業につきましては、年度内に終了しないため、補正額全額を繰越明許費として設定す

るものであります。 

 次に、社会教育費の社会教育総務費のうち、社会教育係費の積立金につきましては、昨年11月に市

内各地でクラシックバレエの指導者を行っている「きたひろバレエアンビシャス」の指導者である小

山内悦子様から受けました寄附金10万円を生涯学習振興基金に積み立てるため10万円を増額するもの

であります。 

 次に、社会教育費の文化施設維持管理費のうち、文化施設修繕事業の工事請負費につきましては、

文化施設屋上防水改修工事の入札による執行残470万6千円を減額するものであります。 

 次に、社会教育費の図書館運営費のうち、生涯学習支援情報システム整備事業の使用料及び賃借料

につきましては、生涯学習支援情報システム借り上げの入札による執行残251万2千円を減額するもの

であります。 

 また、備品購入費につきましては、同システムを情報推進課のサーバーに移設するため、単独型の

サーバー設置費として288万4千円を予算計上しておりましたが、既存サーバーを活用することが可能

となり、設置が不要となったことから288万4千円を減額するものであります。 

 以上、歳出では7,343万8千円を増額するものであります。 

 続きまして歳入、国庫補助金の教育費国庫補助金のうち、中学校費補助金の広葉中学校校舎講堂防

音機能復旧事業補助金及び、市債の教育費のうち中学校債の広葉中学校校舎講堂部防音機能復旧工事

復旧事業債につきましては、事業の実施に伴いそれぞれ5,675万円、2,220万円を増額するものであり

ます。 

 次に、寄附金の教育費寄附金のうち教育総務費寄附金につきましては、昨年11月にアイグステック

株式会社から受けました寄附金30万円及び昨年12月に有限会社博陽スクエアから受けました寄附金20

万円の合計50万円を奨学基金寄附金として、また、社会教育費寄附金につきましては、昨年11月に「き
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らひろバレエアンビシャス」の指導者である小山内悦子様から受けました寄附金10万円を生涯学習振

興基金としてそれぞれ増額するものであります。 

 次に、市債の教育費のうち、中学校債の緑陽中学校校舎屋体地震補強大規模改造事業債につきまし

ては、事業費の確定により、また、社会教育債の中央公民館大規模改修事業債につきましては、工事

費の確定により、それぞれ40万円を増額するものであります。 

 以上、歳入では8,035万円を増額するものであります。 

 続きまして、繰越明許費でありますが、中学校費の学校管理費につきましては、歳出で説明いたし

ました、広葉中学校校舎講堂防音機能復旧事業費8,294万円を翌年度に繰り越すため設定するものであ

ります。 

 なお、この補正予算の内容につきましては、要求レベルでありまして、今後、理事者査定を経て最

終確定となりますので、この点を御了承をお願いいたします。 

 以上が補正の内容であります。 

○松本委員長  ご質疑あるでしょうか。 

（質疑等特になし） 

○松本委員長 原案どおり可決することといたします。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程第 4 その他で何かございますか。 

○櫻井教育総務課長 次回の第2回教育委員会会議につきましては、2月3日火曜日の3時半からこちら

の会議室でやる予定になりますが、どうでしょうか。 

○大 山 委 員 2月3日は、僕は仕事が入ってまして難しいのですが。 

○松本委員長 午前中でも。 

○大 山 委 員 この日、3日はだめなんです。 

○櫻井教育総務課長 ではその前後ということでよろしいですか。 

○大 山 委 員 前後は大丈夫です。 

○松本委員長 2日午後なら、1日前倒ししてもできるかい、内容は。 

○櫻井教育総務課長 そうですね。前倒しであれば。2日午後いかがでしょうか。 

○大 山 委 員 私はいいです。 

○櫻井教育総務課長 では、2月2日の3時半ということで。 

○松本委員長 では、次回は2月2日月曜日の3時半からということで。 

その他として、他にありますか。 

○櫻井学校教育課長 それでは、全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果ということで、Ａ3判のも

のとカラーになった基本フォーマット、お手元に行っているかと思います。 

 ちょっとこのＡ3判のほうから、まず御説明をさせていただきます。 
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 先日、国のほうから、北広島市の状況がデータとして届きましたので、まずは、平成21年から始ま

った経年変化の部分をちょっと表にしてみました。 

 この表にあります24年度から22年度については、これは抽出調査だったものですから、全体として

の比較ができないということで、この部分、データとしては除いております。 

 23年度につきましては、これは大震災の関係で調査自体が中止になっているというところで空欄と

しております。 

 全体の傾向のまずお話なのですけれども、まず左側、体格ということで身長、体重が載っておりま

す。今年度の数字について見てみますと、北広市内については、身長については、まずＴ得点という

部分なのですが、これは全国の平均を50とした場合の、それと比較した数値という形になりますので、

50を上回っていれば全国平均を上回っており、50を下回っていれば全国平均を下回っているという、

そういった見方になってきます。 

 その平均値となっておりますのは、これは実際の例えば身長については、26年139.58センチという

のが小学5年生の男子の身長の平均値と。こういった形で、この表を見ていただくことになるのですけ

れども、ごらんになっておわかりのとおり、Ｔ得点、市内の総得点数については、小学校5年生の男女、

中学校２年生の男女とも50点を身長については超えている。体重についても、50点を超えているか50

点前後なのですが、北海道の平均から見て、北海道のＴ得点と比べても低い値になっているというと

ころで、以前言われていた北海道の子供はどちらかというと肥満傾向にあるという部分が、市内に関

していえばさほど、要は身長等高いですからさほど平均としては肥満の状況にはないということがこ

こでうかがえるかと思います。 

 それから右が体力、各種目ごとなのですが、全体を通して言いますと、各この体力の欄の一番右側、

体力合計点というところの、このＴ得点を見ていただくとおわかりのとおり、市内の小5について49.7、

それから小5の男子が49.7、小5の女子が47.8ということで、どちらかというと小5の女の子が体力の部

分についてはちょっと全体的に課題があるかな。ただ、過去の流れから見ますと、昨年と比べまして

もそれぞれＴ得点のほうはアップをしているということで、これは今学校のほうで盛んに体力という

部分で取り組んでいるというところ、それとこの体力調査の前に、それぞれの種目のやり方ですとか、

そういったところをある程度学校のほうで徹底をしてきているというところが、この得点の上昇にち

ょっと影響も出てきているのではないかなと考えています。 

 それと中学校2年生については、男女ともＴ得点が50点を上回っておりますので、全国平均を上回っ

ている。特に中2の女子が、ことしに関して言えばＴ得点51.9ということで、昨年が47.3、21年が46.5

ですから、これはこれまでの取り組みの結果なのか、たまたまことしのこの中2の女子については、そ

の体力の部分が得意な子が多かったのかという部分は、ちょっとこれは定かではございませんが、今

年について言えば、体力については特に中2の女子がすばらしいものがあるというふうに受けとめてお

ります。 

 ただ、各種目で見ていきますと、小学校5年生で言えば、中ほどちょっと右にあります20メートルシ

ャトルラン、これは走る部分の持久力を調べる調査なのですけれども、こちらのほうが男子で47.4、

女子で44.6ということで、これはその経年の変化を見てもやはりそう大きな変わりがないような、ど
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ちらかというと余り高くない数字が並んでいるということもあって、市内の子供がこの持久力につい

てちょっとやはり課題があるのかなと思います。 

 同じ傾向が中学校についても、中ほど右側にあります持久走という部分、20メートルシャトルラン、

これは中学生についてはこの2種目の選択制になってますので、どちらかを選択して各学校で行ってい

ます。ですから、市内全体の平均というふうなものにはならないのですけれども、やはり特に持久走

の部分、男子で言えば47.0、女子が41.3ということで、やはり、特に持久的な部分というのに課題が

あるかなと。ただ逆に、例えば反復横跳びですとか握力ですとかという部分が全て軒並みに50点を超

えているというところで、そういった瞬発性の部分は市内の子供は得意なのかなと、そういったよう

なことからの傾向ですけれどもうかがえるかと思います。 

 今現在、来たデータ、それと運動習慣等調査ということで、子どもたちのアンケート調査をしてい

る部分があります。こちらとのクロス集計も含めた分析を今現在行っておりますので、これについて

はまた分析結果がまとまり次第、また御報告をさせていただきたいと考えております。 

 もう１枚、裏表にしました基本フォーマットという部分なのですが、これは先日議決をいただきま

した北海道教育委員会が市町村名を明らかにしたこの調査の公表モデルといいますか、今、道教委の

ほうで示されている内容をもとにつくってみたものです。この内容については、今後、このチャート

の部分はこれでもう確定になりますけれども、それ以下の例えば児童質問書のクロス集計ですとか分

析の部分については、今後、道教委のほうと打ち合わせをして、どんな形で結果報告に掲載するかと

いう部分を打ち合わせをして決めていきたいというふうに考えております。これについても道教委の

ほうとの調整が終了しまして掲載版ができ上がりましたら、また委員会のほうに御報告させていただ

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○松本委員長 御報告いただきましたけれども、質問等ありますか。 

○佐 藤 委 員 体育の授業中にＩＣＴを活用するとは、どんな。 

○櫻井学校教育課長 動画で撮って、それを子供たちにどんなふうにやっているかというのを見せた

りですとか、そういったことで活用しています。客観的に自分のやっている姿を見せるという。 

○櫻井教育総務課長 事例をいいますと、飛び箱か何かに使うみたいですね。うまい子と自分の飛び

方を画面で比較して見られますので、手の位置だとか姿勢だとかが確認できるということではよく使

われてます。 

○山崎教育部次長 以前に空手の授業では、映したものとちょっと時間差で画面に出すということで、

自分の形を後で見る。空手ではそういうのをやって、自分の形を見ることができる使い方をしていま

す。 

○櫻井学校教育課長 この設問のあたりは、うちの街の整備が進んでいるというところで、ほかに誇

っていい数値なのかなと思いますので、こういったことを中心に掲載していきたいなというふうに考

えています。 

○松本委員長 ほかにいかがですか。よろしいですか。では、後で何か気がつけば。その他にあり

ますか。 



- 12 - 

 

○八町教育部長 議会の報告ですが、教育委員会と教育委員会事務局の関係は、市の方の行政の執行

部局と議会というのがあります。議会の方は議決機関です。議会で議決いただかない限り条例とか予

算というのは決まらないので、執行機関である市は議決していただかないと、こうしたい、ああした

いというのはできない。そういう意味ではチェック機関であり議決機関として、年に4回市議会定例会

というのがありまして、これは暦年でやってますので今度2月20日にまた始まりますけれども、それは

第1回定例会です。今まだだと、3月、6月、9月、12月と4回あったのですけれども、少しずつ今前に倒

れていってますので、2月の終わりぐらいから３月の議会というのは始まります。 

 本会議というのと、それから委員会というのが二つに分かれていまして、本会議の中では全体にか

かわる議論をします。3月にやる第1回定例会というのが予算を中心に議論しますので、そこは予算の

特別委員会というのが開かれまして予算審議を中心にやります。3月の場合は代表質問、今回は一般質

問と書いてますけれども、代表質問というのは会派で誰か代表を選んで会派ごとに質問をする代表質

問。あとの6月、9月、12月は一般質問という形で、これは議員個々がそれぞれの質問をするという格

好です。 

 あと委員会というのが、常任委員会と特別委員会に分かれていまして、常任委員会というのは常に

開かれてますので、3つの常任委員会があるのですけれども、それぞれの部局が三つの常任委員会に所

管で分かれていまして、総務常任委員会、民生常任委員会、それから建設文教なのですけれども、我々

教育委員会については建設文教常任委員会というところで細かい議論をします。あと特別委員会が大

きくは二つありまして、3月にやる予算特別委員会、それから10月にやる決算審査特別委員会、これは

前の年の決算を審査します。それが議会の大きな流れで、今回報告するのは第4回定例会なので、平成

２６年の最後の議会の一般質問の内容のやりとりを報告したいと思います。 

 第4回定例会は11月28日から12月19日日程であります。一般質問は12月9日から11日の3日間で、9名

の議員から質問がありまして、そのうち教員委員会に関する部分は4名の方が質問しております。 

 主なやりとりについて、細かいところは議事録がありますので読んでいただきたいと思いますけれ

ども、まず12月9日ですけれども、民主市民クラブの滝議員から北広島団地の活性化に関連しまして、

旧広葉小の跡施設にできたエコミュージアムの状況についてどうですかということで、数字的な部分

では11月末で5,000人の方が来館をされているというお答えをしております。 

 それから、スポーツについては、スポーツ基本法に基づいた基本計画については立てないのでしょ

うかということで、国の基本法、それから国の基本計画の考え方を参酌して教育推進計画、これは市

の計画ですけれども策定しています。 

 それから、スポーツアカデミー事業について、それの事業の成果はどうでしょうか。それから、国

際大会等の連携ということで、オリンピックとか大きな大会が国内、道内で行われますけれども、そ

れについて北広島としてどういうかかわりを持っていくかということで、後は情報収集等をしてみた

いというようなこと。 

 それから次のページに入りまして、公明党の藤田議員、小学校教育用コンピューターでタブレット

端末を今回配付しますけれども、その内容について。それから、それに伴って教員の指導力はどうな

のですかということで、研修等をしながら指導力の向上に努められている。 
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 それから一番下のほうでは、中学校へのタブレットの導入はいつになりますかということで、これ

は平成24年に、今現在の機器を整備済みですので、これの更新時期にあわせて検討していきたいとい

う答えをしております。 

 それから、次のページに入りまして、心の教室相談員の時間数について不足している学校もあるの

でないかということで、これは全体で時間調整をしていきたいとお答えしております。 

 それから、小学校への体育指導員の支援ということで、総合型地域スポーツクラブ、これはちょい

スポクラブですね。ここから各学校に体育の支援をいただいておりますけれども、大変好評ですとい

うお答えをしております。このちょいスポクラブが、国の補助事業を使って今事業を実施してますけ

れども、国の補助事業が切れるときが来るのではないだろうか、それを市が肩がわりすることはどう

なのだということですけれども、肩がわりというのは難しいというふうに考えているというお答えを

しております。 

 それから、高齢者等の図書宅配サービスの実績についてお答えしております。 

 それから、一番下のほうで大曲地区の3校の連携ということで、大曲中、大曲小、東小という大曲ス

タンダードという取り組みをしておりますけれども、その取り組みについてお答えをいたしたところ

であります。 

 次のページに入りまして、ＰＲページを予算化すべきではないかということで、周知方法について

はこれから検討していきたいと答えております。 

 それから、小中学校で保護者へのメール配信、それのシステム化というのを考えてないかというこ

とで、それはこの先になりますけれども道教委のほうで校務支援システムというのを開発しておりま

して、その導入については今後検討していかなければならないというふうにお答えしております。 

 それから、芸術文化ホールに電光掲示板でその日のイベント等を掲示してはどうかということで、

これは費用対効果の問題等もありますので、今後、大規模改修工事の中で検討していかなければとい

うお答えをしております。 

 それから、広島の3偉人の紹介ポスターをつくってはどうかということで、これは各事業、特にエコ

ミュージアムの3偉人の関連する企画のときとか、その辺は考慮していきたいというお答えをしており

ます。 

 それから、その下、無会派の中野議員の質問ですけれども、学校図書館の現実の図書冊数と、それ

から国で示している標準冊数との比較ということで、小学校、中学校ともいずれも標準冊数を上回っ

ている状況にあります。 

 それから、新聞を活用した学習環境の整備状況ということで、これは各学校今１紙ずつとるような

形にしております。それから、活用につきましても、ＮＩＥという新聞活用の研修会ですけれども、

こういうものを開催してきております。 

 それから、学校図書の配置状況ですけれども、今年度から3名を中学校へ巡回させる形で開始したと

ころであります。小学校についても長期休みについて指導をしていると回答をしております。 

 次のページで、国のほうで学校図書館整備で、地方交付税でその金額を措置しているけれども、そ

れはどれぐらいなのですかということで、地方交付税額については、図書購入経費で５４０万、新聞
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配備で40万、それから担当職員経費で315万ということです。 

 今後の整備についてということで、ことし6月から始めたばかりですので、その辺は検証していきた

いと。 

 それから、新教育委員会制度ということで教育委員会制度が変わりますけれども、従来の教育委員

会制度の根本的な考え方についてということで、政治的中立性の確保、それから継続性、安定性の確

保などを答えております。 

 それから、従来の教育委員会制度の運用面での評価についてということで、これは従来からも、こ

れからもそうですけれども非常に重要な役割を担っているというお答えをしております。 

 最後に、無会派の田辺議員ですけれども、男女共同参画の推進という項目の中で、性同一性障害に

ついてということで、本市でこういう例はあるのか、これはないということです。ただ教員のそうい

う面での研修を進めていかなければならない。 

 それから、子供への暴力防止プログラムの取り組みということで、これはＣＡＰという団体があり

まして、そういう取り組みをしないのかというのは前から何回か御質問ありましたけれども、その内

容について今後調査していきたいというふうにお答えしております。 

 それから最後のページですけれども、いじめの基本方針の素案についてですけれども、これについ

て、素案の中でアンケートの結果を載せて、いじめが許されないこととは思わないとか、それからわ

からないとかと回答した児童生徒が約２割いる。その部分についてどうでしょうかということで、そ

れについては憂慮している。引き続き、その辺については学校の中で教えていく、そういう中で減ら

していきたい。また、子供同士によるいじめ問題に係る取り組みということで、ピア・メディエーシ

ョンという言葉なのですけれども、そういうものを取り組まないのでしょうかという提案でしたけれ

ども、それにかかわらず子供同士で自主的な取り組みということを支援してまいりたいというふうに

答えております。 

 大体ざっと、その後、ネズミ色部分のところは、その後の再質問等のやりとりですけれども、そう

いうものも後で読んでいただければと思います。 

 以上です。 

○松本委員長 というようなやりとりがあったと、答弁がされている。何か関連して。 

○大 山 委 員 メール配信システム、（９）番、2枚めくったところの。これ西の里ではまだ導入して

ないのですけれども、ほかの小中学校で無料のを導入したりとか、有料のを導入しているというのを

聞いて、西の里でも今後ちょっと、不審者があの辺かなり多くて毎年変な人があらわれるのですけれ

ども、そのときのメール配信システムを今後どうしていくかということが１回話題になったことがあ

りまして、とりあえず広告は入るけれども無料ので試行的にやってみようかというような話までなっ

たのですけれども、もしこういうのが、校務支援システムというのがあって入るのであればすごくい

いなと思ったのですけれども、まだまだ先の話ということなのですよね、きっと。 

○櫻井教育総務課長 校務支援システムについては、一応28年度、再来年から一応入れていきたいと

考えています。そのシステムの中に、登録をすると一斉配信できる機能が入っているということであ

ります。 
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○吉田教育長 保護者が登録してくれることが必要なのですが、そういう機能があると皆さんやっ

てくれますよね、きっと。 

○大 山 委 員 入ると思います。 

○吉田教育長 100％でないところもあると聞くものですから。 

○櫻井学校教育課長 大体９割程度みたいです、やっているところは。1校だけが有料のシステムを入

れて、要は電話での連絡網というのをやめた。そこは有料なだけあって、メールだけじゃなくてファ

クスも含めて送るようなシステムになっているそうです。なので、電話での連絡網という制度は、今

その学校はやってないという学校が１校だけあります。一番お金をかけているのは大曲中が一番、10

万ぐらいかかるみたいなのですけれども、そこだと、要は選んで、ある部活だけに送るだとか、特定

な学年、学級はもちろんですけれども、特定の部活にだけ送るとかという連絡網ができるようなシス

テムになっているそうです。大体9割程度くらいというのが今やっているところの状況みたいです。 

○佐 藤 委 員 要は不審者という部分じゃなくて、学校の行事も含めてということ。 

○櫻井学校教育課長 はい。ですから、この間の暴風雪のときだとかも、これを使ってメール配信で

学校に一斉送信。うちも双葉小でやってますけれども、すぐ来ました。広葉中がやってないものです

から、広葉中は電話連絡網なので、前の人がいなかったり後の人がいなくて1個飛ばしたりだとかとい

う、そんな形でやってましたので、あると今の時代はやっぱり便利なのかなという気はしました。 

○佐 藤 委 員 不審者とかの情報とか、北広からとか警察からとか来るじゃないですか。大体二、三

日おくれるじゃないですか。タイムリーじゃないですよね。そこら辺が。 

○山崎教育部次長 通報が、直接保護者だったり学校から来ると早いのですけれども、警察から来る

とどうしても若干おくれる、その部分はある。本当にタイムリーに、今出たと、1時間前に出たという

のならいいのですけれども、そこはちょっと課題です。 

○吉田教育長 校務支援システムは、いわゆる出席だとか成績処理に関する教務支援ソフトが入っ

ています。もう一つはサイボーズなどのメールでやりとりしたりする送受信機能があって、その中に

今言った連絡ツールがあるということなのです。 

○山崎教育部次長 グループウエアの一つの機能としてあります。 

○吉田教育長 さっき言いましたように、どれぐらいの性能があるのかまだ研究が足りないのです

が、例えば部活で、「今日は部活なし」など、小さいグループでも送れるのかどうかなど、調査研究し

なければならない課題が残っているのですけれども、有効に活用できるということはわかっているの

ですね。 

○櫻井学校教育課長 大曲中が一番使っているのは、きょう手紙を出しましたというメールを、ちゃ

んと渡しましたという、重要な連絡が親に伝わらないという傾向があって、一番頻繁に使うのがその

連絡です。 

○大 山 委 員 その連絡をメールするわけではなくて。 

○櫻井学校教育課長 きょう手紙を持たせましたという連絡を、子供に持たせましたから子供に声を

かけてくださいというのが一番頻繁に使っている。子供が出さないので、そのままかばんの中という

例がやはり多い。 
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○佐 藤 委 員 それは大曲地区でやっているのですよね。 

○櫻井学校教育課長 大曲地区でやっているようです。 

○佐 藤 委 員ということは、西の里の地区でも、どこかに申請すればできるということですか。 

○櫻井学校教育課長 いろいろなソフトがいろいろ今出ています。フリーソフトで、無料ソフトもあ

るのですね。ただしそれは、出すとどこかに宣伝が一緒に飛んでくると聞いています。 

○大 山 委 員 この校務支援システムの場合だと、保護者から会費みたいなのはやることはなく、も

う教育の一環として導入できると。となると、大曲はこっちできる可能性もあると。 

○大 山 委 員 試しにやってみるということできる。 

○櫻井学校教育課長 その無料のほうであれば。 

○吉田教育長 校務支援システムのほうの質問ではないですか。 

○佐 藤 委 員 違う、無料の。 

○櫻井学校教育課長 双葉は無料でやっています。 

○大 山 委 員 ということは、西の里は試しにというのだったら、無料のをまず試しにやろうかなと

いう話、先に出ていたのですけれども、もしこれが入るのだったら。 

○櫻井教育総務課長 このソフトは、今うちのほうの方針としては、学校のほうのダウンロードを、

原則禁止にしようかと思っています。フリーソフトというのは、基本的にはやっぱり脆弱性があるの

で、有料ですとチェックをしたりするのです。そういう部分があるので、原則は禁止にしていく方向

ではいるのです。 

○松本委員長 そのソフトの中に変な情報が入っていて、開いたらどこか押してくださいみたいな、

間違って押してしまうと何か変なサイトに行ってしまうのが隠れているのだそうです。そういうこと

があるのです。 

○櫻井教育総務課長 たまたま今回、事故はなかったのですけれども、そういうふうにいつの間にプ

ログラムが入り込んでしまう。 

○佐 藤 委 員 大曲中は、お金払っていると言ってましたよね。例えばそれを西の里でやるとしたら、

そのお金ってどこが払うの。 

○櫻井学校教育課長 ＰＴＡ会費で出す。今回の議員さんの質問も、要はＰＴＡ会費で出しているか

ら、それは自費で、校費で出したほうがいいんじゃないかという意味での御質問だった、最初は。う

ちの答えとしては、今、校務支援システムが入れば、その機能がついているから、そこまでちょっと

待ってくださいというお答えにしている。 

○松本委員長 大曲のＰＴＡの人がお金を負担し合ってでも、こういう伝達ツールを活用しようと

したわけなので、それはそれで意味があるというか、趣旨がある。それで、その後どういう効果とい

うのか変化みたいのを聞いてますか。そのことによって、何がどう変わった。 

○櫻井学校教育課長 直接的なそういう効果という部分では、聞いてはいないですね。先ほど申し上

げた、きょう手紙出しましたみたいなやつはある程度、要は親が知らないという状況がなくなったと

いう。 

○松本委員長 子供が破いたり捨てたりするのをチェックできるという意味での効果は察知できます
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からね。 

○櫻井学校教育課長 いない、つながらない、次に行かないという、その連絡網の弱点みたいなのが、

その場合はない。 

○佐 藤 委 員 大体こういうのって、1回入ってしまうと、そのシステムにずっと依存するというの

があるから、逆に教育委員会のほうで、もう決めちゃってやっちゃったほうが本当は、1回入れちゃう

とどうしても続きますから。 

○八町教育部長 校務支援システム、15校に入れますので、それぐらいちょっとかかるので、それ考

えると来年以降。 

○佐 藤 委 員 それ北広島市全体としてでしょう。 

○吉田教育長 そうです、1校1カ月3万、1校年間36万の15校分。 

○八町教育部長 500万弱。切り売りしないのですよ、ここだけ欲しいとかと。 

○佐 藤 委 員 それはそうでしょう。 

○佐 藤 委 員 通報のやつあるじゃないですか。あれをやめてこっちに統一するとかというのも手だ

とは思うのですね。そうしたら500万ぐらい出ちゃうんじゃないかな、ちょっと。余裕的には、こっち

のほうが利便性はあるはずですから、それにその通報も含めてやればいいだけですから、逆に500万か

かるという部分を、通報サービスのほうをこっちに依存するという形にして予算を振り分けてやれば。 

○櫻井教育総務課長 さっき言った教務支援とか成績処理だとか、そういうのも全部入ったシステム、

トータルなので、その一部として、その一斉送信ができる機能はあるということなんですね。 

○大 山 委 員それを導入することによって、先生方はかなり時間的にまた余裕ができたりとか。 

○山崎教育部次長 お手紙つくって出すやつを打ち込んで出せば行きますから、それだと負担も少し

は減るのは出てくるのではないですかね。 

○大 山 委 員 メール以外にもいろいろな指導するに当たっての、どんなのがあるのかわからないの

ですけれども。 

○櫻井教育総務課長 成績処理だとかそういうのも入っている。 

○松本委員長 要するに、学校の先生方が記録を残したり、コピーしたり、ファイルしたり、伝統

的な昔こういう子がいたとかいうのが、全部今それを一括で管理できるので、誰々さんといったら、

ぱっとあれすれば何がどうなるというのがもう、そっちのほうがメーンのシステムでしょう。大学な

んかだと、大体一斉にそれ入ってくる前から、卒業してからずっと。 

○吉田教育長 学年でテストをして成績入れていったら一定の評定が出てきて、それが通知表にぽ

んと転載されるイメージです。そういう評価作業が減ってくることにより、全体的に、全道で、管内

でも2・3年でそろうと思われます。異動したときにも同じパターンでできる状態になると考えられま

す。 

○佐 藤 委 員 それって、全道に言っているけれども、そんなに入ってないというやつかい。 

○櫻井教育総務課長 株式会社ＨＡＲＰ（ハープ）という会社がやっていて、それを道教委が大転換

を打ち出して、自社開発をあきらめまして、株式会社ＥＤＵＣＯＭ（エデュコム）という民間会社、

関西方面、そのシステムを入れようというのです。一画面やっていると、ほかの人が入り込めない。
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そういうことがないシステム。関西で実績ある会社なのですけれども、それを全道に入れたいという

考えです。ただ、値段が上がったのです。今、各学校は、校務処理は結構みんな工夫してやっている

のですよ。アクセスだとかエクセルとか使ってそれぞれやっている。みんな手書きではほとんどやっ

てない。大体データ処理やってきている。得意な先生がつくったりして。だけれども、使い勝手が悪

くて、そういう面で言うと統一されると便利なことは便利なのです。 

○佐 藤 委 員 そうしたら当分先になる、これ。 

○石 井 委 員 そうですよね。でも、便利ですよね。 

○八町教育部長 当面先にならない。早いところは27年度から入れていますから。うちは２８年、１

年おくれぐらいです。再来年。 

○山崎教育部次長 １年使い勝手だとかいろいろ見ることができると思います。 

○佐 藤 委 員 予算どりのための１年ずれ。 

○吉田教育長 それが主な理由です。 

○八町教育部長 タブレット型を入れたり、ハード系をやりながら、これも年度間の平準化、大体8,000

万円ぐらいで今コンピューター整備にお金かかっているのですね。その中に、ちょっと落ちた年でそ

れを入れていこうかなと今考えてますから、なかなか突出して、プラスアルファの要求ってできない

ので、例年並みぐらいの中でこれを、500万ぐらいこれに入れさせてくれないかという考え方です。 

○吉田教育長 簡単にオンできればいいのですけれども。 

○佐 藤 委 員 では、西の里も2年待たなければだめと。 

○大 山 委 員 2年待ったほうがいいかも、今年はまた例年どおりにして。 

○松本委員長 だけれども、28年度にと言ってたから、29年度から。 

○櫻井教育総務課長 いえ、28年の４月から、予算としては。もう物はありますので、そんなにかか

らないかと思います。 

○石 井 委 員 4月からできる。 

○吉田教育長 1年待つ方向で。 

○櫻井教育総務課長 28年の2月とか3月ぐらいに、もう準備が入ってくる。 

○山崎教育部次長 まだデータを入れ込む作業から始まる。 

○松本委員長 ほかに。 

○文 化 課 長（丸毛 直樹） 事務局から御説明させていただきましたけれども、ボランティア団

体であります皆さんと、図書館として専門職の司書がかかわって、ゼロ歳からの絵本の紹介というこ

とでご報告いたしました内容でございます。今、内部で議論させていただいているのですが、ボラン

ティア団体の皆さんにつきましても、最初はつくるということで一生懸命頑張っていました。ですけ

れども、このリストをつくって終わりではなくて、どうやって活用するのかということがこれから大

事だということで、まずは今、図書館におきましてこのリストを紹介するとともに、現物の本を館内

に置いて紹介しているところであります。また、メディアへも、紹介させていただいているほか、関

係する子育て支援の団体のいる機関等にも働きかけて、多くのリストを期待している方々の手に届く

ように活用していきたいと考えています。 
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 あくまでもボランティアさんが主体になってつくったものですので、その成果を、顕在化して市民

の中に浸透させていくよう支援させていただきます。 

 以上です。 

○松本委員長 他にございますか。 

（特になし） 

 

◎閉会宣言 

 

○松本委員長 以上で第 1 回教育委員会会議に付議された議事は全て終了いたしました。第 1 回教

育委員会会議はこれにて閉会いたします。 

 

午後４時 20分 閉会 

 

以上、会議の要点を記録し、正確を期するためにここに署名する。 

 

委 員 長 松 本  懿 

 

署 名 委 員 大 山 秀 之 

 


